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止められない感謝（使徒1：14）
　
神様の恵み、また、皆さんの祈りに支えられて、C国での奉仕を無事終えまして、帰って来ることができました。何回か行ったことがありますが、今回は、だいぶ緊張が走る雰囲気の中で奉仕をしてまいりました。玄関の前までタクシーに行って、すぐ玄関の前ではなくて、５メートルぐらい離れて降りて、通訳の人と、幹事の人と、バラバラに歩いて、一人ずつドアを開けて入っていくことにしました。午前中は、自分なりにはラフな格好で、ワイシャツみたいなものとカジュアルなズボンという格好で行きましたが、それも目立つのです。それで「午後からは、黒い半そでのTシャツ、下はブルージーンズという格好がいいと思う。そして、できるだけ帽子を持ってきて、出入りする時には、帽子をかぶってください」と言われました。たぶん、今までも宗教の自由などはないので注意することはあったでしょうけれども、今回は、政府のほうから方針を決めて、宗教など、特に、外国からの宣教師などは、ほとんど追放する方向に進んでいるみたいです。それで、そのような緊張の中で、メッセージをしたりしていましたが、そういう状態で気を付けるというのはありますが、それが恐怖だとか不安の中でやったわけではありません。私のメッセージの中で申し上げました。これは、本来、神様から宗教の自由がないように、それがプレゼントだったのに、そこには神様の意図があったのに、少し自由になり、資本主義が入ったり、生活が豊かになることによって、神様の意図と違う方向に皆向かっているので、もう一回、神様が中国を愛して、聖書にあるとおりにしなさいというサインではないでしょうか。ですから、感謝すべきだという話をしました。皆が気を付けながら、いろいろやってはいましたが、心からの感謝を持って動いていたわけです。

今日、お読みしました聖書の箇所は、初代教会が、いま申し上げました状況よりはるかに厳しい状況の中でお祈りをささげていた場面です。彼らは、捕まったら殺されるかもしれません。いま積み上げてきたすべてを奪われ失う可能性もある状況でした。だからといって彼らが不安でおびえながら「神様。いつこれが終わるのでしょうか。どうしたらいいのでしょうか。どうにかしてください」と集まって祈ったわけではありません。震えながら祈ったわけではないのです。むしろ彼らは感謝をもって、祈りをささげていました。その感謝こそが、厳しい状況であれ、様々な問題を乗り越えて、それに負けずに、しかもこの世を変える力となるものです。ですから、その感謝を、収穫感謝礼拝をとおして、私たちひとりひとりが回復したいと思います。彼らは、マルコのタラッパンというところに集まってお祈りをささげていましたが、もしそれがばれたり、捕まったりすると、殺される可能性がある厳しい状況でした。それにもかかわらず、なぜ彼らは集まり、感謝をもって祈ることができたのでしょうか。彼らがいまマルコのタラッパンに集まったのは、急に集まったわけではありません。その前に、彼は、イエス様が十字架にかけられましたカルバリ山のところに行って、その十字架を体験していたものです。皆さんもカルバリ山に行きますと、そこで誰も止められない、なにものにも止められない感謝を発見し、感謝するようになります。それこそが危険な状況にあるにもかかわらず、ときにはすべてを奪われるのにもかかわらず、止められない感謝の理由です。この世では見ることができない感謝です。
ぜひ皆さん、カルバリ山の方に行ってください。そこに行くと、感謝せざるをえないまことの感謝を発見するようになります。カルバリ山に行ったことがありますか。私はあります。イスラエルのほうには行ったことがありませんが、クリスチャンの私たちは、いつでもどんなときでもカルバリ山に行けるし、カルバリ山に行かないといけません。カルバリ山に行きますと、イエス様の十字架が見えてきます。そこでイエス様がいろいろなことをおっしゃいましたけれども、一番大切なことをおっしゃいました。イエス様は十字架で息を引き取りながら、すべてを完了したと宣言されました。ぜひカルバリ山に行きまして、そのイエス様の御声を聞いてください。まずカルバリ山に行きますと、何が見えてくるのかと言いますと、絶望的な人間の姿が見えてきます。それが本当は、イエス様の姿ではなくて、自分があのように悲惨な死を迎えないといけない存在なのです。それがイエス様の十字架の前で、カルバリ山で見えてくるようになります。それをぜひ見ないといけません。と同時に、そのような罪人のために、罪のない御子イエスが身代わりとして死なれることなので、神様の無限の無条件の愛がそこで見えてきます。それがカルバリ山です。その愛をもって、一番最初から約束されました女の子孫が生まれて、蛇の頭を踏み砕いて、かかとに噛みつかれる。私たち罪人を救うための神様の契約、それが成就するということが見えてきます。だから、すべてを完了した。その御声を聴いて滅びるしかなかった罪人である絶望的な人間であった私のために、イエス・キリストが代わりに死んで、私のすべての問題を全部解決したと宣言されるわけですから、それが感謝なのです。カルバリ山のほうには大勢の人がいました。しかし、皆さんがそこに行くときにはだれもいなくて、自分一人でイエス様の御声を聞く場面でなければいけません。現場で姦淫の罪を犯していた女の人が、最終的には、イエス様とその女性しか残っていなかったのと同じように、カルバリ山、十字架の前に立ったときに、世界中のすべての人は聞いて、自分一人がそこにいて、イエス様は私に向かっておっしゃっているように聞かないといけません。あなたのすべての問題を解決させたのです。過去、現在、未来の問題まで、まだ起きてもいない問題まで、その十字架においてすべてを完了した、すべてを解決したのです。どんな過去があろうが、辛い過去、恥ずかしい過去、嫌な過去、いろいろあったでしょうけれども、もはやそれは問題ではありません。以前のものは過ぎ去り、すべてが新しくなったのです。今現在も、いろいろな問題を抱えているかもしれません。主が、いつまでもともにおられますから、そのすべてが実は、益となるようになっています。そのように今現在ある問題も、二千年前の十字架において、もうとっくに解決されたものです。明日、明後日、二年後、三年後、十年後、なにがどうなるかわかりませんけれども、その未来の問題も二千年前の十字架において、すべて終わらせました。これを信じてください。カルバリ山では、それを聞くところです。その他のすべては雑音です。全部消して、そのすべてを完了したと、この宣言だけです。そこに感謝が生まれるのです。その感謝こそが、だれにも止められない、何ものにも止められない感謝です。

そして、カルバリ山ですべてを完了したというのは、終わっただけではありません。新しく生まれて、すべての祝福をこれほども残さずにいただいたということです。完了したと。神様は罪人である私たちをきよめて、神様の祝福を与えようとしていました。すべての祝福を。だから、神様のカルバリ山においては、罪が許されただけではなく、すべての祝福をいただいています。パウロは、刑務所の中にいても、その刑務所がまったく問題にならないほど、天にある霊的なすべての祝福をいただいているのです。祝福の中の祝福は、あなたがたのうちに聖霊が宿る神の神殿であることがわかっていないのか。もう二度と神様から離れることもないし、だれかがこのいのちを奪うこともできない。だれも神の手から私たちを切り離すことができない。だから、受け入れた人々、すなわち、その名を信じた者は、神の子どもになる特権が与えられる。もちろん、いつ死んでも天国に迎え入れられるように、天の御国の国籍が与えられているわけです。この完璧な祝福、これをあなたに与えること、それを完了したと言います。
ダビデは言いました。死の影の谷を歩いていても、私に乏しいことはありません。主が私の羊飼いなので。死の影の谷を歩いても問題にならないほどの祝福をいただいているのです。だれがでしょうか。イエス・キリストを信じる者にです。どこでそれを確認するのかと言いますと、カルバリ山に行きますと、そこで確認できます。ですから、カルバリ山に行って、私たちが自分自身に対して得られる結論というものは、なるほど、私は幸いな者なのだ。幸せ者なのだ。だれも奪い取ることができない幸せ者だということが確認できるので感謝するわけです。今日、お読みしました聖書の箇所、ものすごい迫害、厳しい状況の中で集まって祈っていた人々は、カルバリ山を通ってきたものなのです。そして、カルバリ山を通ってきた人々を、イエス様は、最後の最後に、オリーブ山に集めました。そのオリーブ山に行きますと、そこで感謝を発見するようになります。ぜひ、オリーブ山に登って行ってみてください。そこでは、イエス様のどういう御声が聞こえてくるのでしょうか。あなたがたはもう幸いな者なのだ。この世の者ではない。この世から選び出されて救い出された尊い神の子ども、神の国の民なのだと宣言されました。ですから、これからしっかり目を覚まして、目を開けて、見なさい。あなたがたと違って、この世はいま、どういうところなのか。当時の世と言いますと、ユダヤ教が力を持っていたときです。ユダヤ教は、植民地になろうが、なにになろうが関係なく、絶対的な宗教でした。それから、実際に力を持っていたのはローマでした。だから、「ローマは永遠なる」と言われるほど、世界を支配する国でした。今現在みると、ものすごく強力なユダヤ教と世界を支配しているローマの国の繁栄というものがありました。でも、オリーブ山でイエス様はおっしゃるわけです。そういうローマ、ユダヤ教などが、これから必ず滅びてさびていくものなのだ。今現在、繁栄しているから、それに惑わされてはいけません。この世は、しばらく時間が経ちますと、滅びることは決まっているものなのだと、オリーブ山ではそれをおっしゃったのです。ですから、ローマを見ながら、ユダヤ教を見ながら、日本の国を見ながら、アメリカを見ながら、韓国を見ながら、その国に、この世界に、なにが本当に必要なのか。あなたがたは、カルバリ山を通ってきたあなたがたは、よく考えなさい。どんな国が立ち上がるのか。どんな人が大統領になるのか。戦争があるかないかなどはテーマではない。この世の中には希望はありません。世の中の国には、希望がない。だから、この世には、日本の国には、神の国が必要なのだ。神の国はキリストを通して、そのキリストが正しく伝えられることによって臨まれます。それを福音宣教と言います。それがこの歴史のテーマであり、あなたがたの人生の新しい理由であり、生きる存在の理由です。神の国と義を求めなさい。それがこれから生きる理由なのです。つまり、人生の生きる理由を変えなさい。会社人であっても、大学の教授であっても、国会議員でも、家庭の主婦であっても、学生であっても、職業はバラバラなのですが、カルバリ山を通ってきた神の民であれば、テーマは一つしかありません。福音宣教の他には、この地球に希望はありません。地球は、滅びることが決まっているのだから、キリスト教以外には、これを宣べるところはありません。だから、迫害されます。しかし、これが真実です。キリスト教会までもが、このことをしゃべらずに隠してしまうと、真理が勝つところはありません。皆が希望を語っています。皆がどうにかなるだろう、よくなるだろうと。そして、今現在、ものすごい繁栄、発展などを見ると、希望を持とうとしています。そんなはずがありません。自分の国がうまくいって欲しいのですが、神を離れて罪を抱えている以上、滅びることは決まっています。だから、どれほど国を繁栄させるか、正義を、どれほど国を繁栄させるか、正義をどれほどきちんとやるかというのは二の次の問題で、第一のテーマは、絶対的なテーマは、キリストの福音を宣べ伝えることです。どこの会社に行こうが、そのテーマを持たない限りは、未信者と同じです。それがオリーブ山です。そこで感謝するわけです。うっかりすると、大統領をしながら国家議員をして人生終わるところだったのに、本当に生きる一番尊い価値ある使命をもって生きるように召されていることを感謝します。これが感謝です。オリーブ山での感謝です。つまり、自分は、幸せなものだけではなくて、生きる価値のある使命者なのです。伝道者なのです。それ以外に、生きる理由はありません。聖書には、はっきりとこの理由の他に何かあれば死んだ方がましだ、天国に行った方がいいとあります。その他の理由は、全部、この地上で終るものです。一過性のものです。永遠に残るのは福音宣教の他には何もありません。福音宣教と関係なく、こどもをしっかり一生懸命、育てて成功したとしても、この世で終わりです。何も残りません。子育ても福音宣教のために、カルバリ山の感謝をもって。生きる理由は、カルバリ山で本当は全部無くなります。何のためにこれから生きればいいのか。天国に行きたいのに。オリーブ山に集めて、だから、神の国のために生きるのだよと。
そのオリーブ山を通ってきた人々が、マルコのタラッパンに集まったわけです。だから、迫害などがなんの脅かしにも恐怖にもなりません。どうなるのかが分かっているから、感謝しながら、彼らはマルコのタラッパンに集まりました。だから、マルコのタラッパンに行きますと、本当の感謝を体験するようになります。ぜひ皆さん、カルバリ山、そして、オリーブ山、マルコのタラッパンに行ってみてください。３日間かかるわけではありません。いまは、一瞬でも祈り中でその三カ所を毎回行けるのです。また、行かないといけません。本当はカルバリ山に行かないで、マルコのタラッパンには行けません。ぜひマルコのタラッパンに行きましたら、そこは状況、条件などを見ると、不可能な環境です。でも、それが神様から与えられているプレゼントだということを分かっていました。中国に行って、似た状況だったので、これこそが神様のプレゼントだ、迫害こそがプレゼントなのだ、厳しい状況、厳しい環境こそがプレゼントなのだ。だからこそ、Onlyキリスト、Only聖霊、Only福音宣教しかないでしょう。少し豊かに裕福になろうとしたら、様々な動機が加わるようになるわけです。そういうもの全部を切り離して、純粋に福音宣教の働きに携わるようにと、神様のプレゼントなのです。そして、そういうこと一切関係なく、だからこそ神様の力によって、これから進んでいくとなるでしょう。Only聖霊が臨まれると、力を受けて、エルサレムから地の果てにまで、イエスの証人となる。その聖霊充満の力は、計算を越えて、限界を超えられる力なのです。それが臨まれるところが、マルコのタラッパンなのです。だから、パウロのように、むしろ自分の弱さを感謝します。それを超えられる神の力、聖霊の力が与えられるので、弱さがその力をより目立つようにするでしょう。だから、弱さも感謝します。つまり、なにも問題になりません。なにも言い訳にする理由がありません。限界などはありません。神様がだめだとおっしゃることは、どんなに頑張ってもだめだし、神様がOKしたものは、どんな限界があれ、どんな邪魔があれ関係なく、それを乗り越えられるようになるわけです。そういう力が約束されているところがマルコのタラッパンなのです。だれに約束されているのでしょうか。イエス・キリストを告白しているひとりひとり皆さんにです。あとでペテロが言いました。近くにいる人、遠くにいる人、イエスを信じる者だれにでもこの聖霊のたまもの、聖霊のプレゼントが約束されていると。なぜでしょうか。神の国のために福音宣教をしないといけないからです。自分の力でやるものではありません。その力が約束されているところ、マルコのタラッパンに行って、本当の神の力を体験して、その体験による感謝は誰も止められません。なにものにも止められません。初代教会の人々は、それを見ていたので、実際に首を切られながらも微笑んで感謝をささげて死んでいきました。誰も止められません。

これがわかっているので、これをすべて総合して、やるべきことはひとつしかありません。祈りに専念していました。だから、今日の箇所は、いま申し上げましたカルバリ山、オリーブ山、マルコのタラッパンの約束、全部を総合して祈りをささげていた場面です。だから、感謝にあふれるでしょう。言い訳など全部捨てて、ただ神のみわざだけを見上げつついたら、神様が約束通り、伝道の門を開かれました。その前に、神のみわざを現したわけです。それがマルコのタラッパンです。つまり、マルコのタラッパンに行きますと、自分が弱いものではなくて、この世を変えることができる力強い、力のものなのだねということがわかるようになります。だから、感謝するわけです。言い訳がいらない、自分の力で生きるものではなくて、神の力で生きる存在なのだねということが確認できるから感謝なのです。この感謝がわかっている人は、だれも、なにものにも止められません。だから、止められないから、サタンの勢力が崩れていくのも止められません。それこそが伝道というものなのです。ぜひこの感謝を皆さん、自分のものとして発見して回復してください。オリーブ山も同じです。カルバリ山のように、弟子たちが一緒にいましたが、イエス様が「この世は滅びるところなのだよ。神の国の他に希望はないよ。あなたをとおして、この世に神の国を建てるから」という御声を、自分一人だけにおっしゃるかのように聞かなければなりません。ひとりにしてください。マルコのタラッパンも同じです。一緒に集まって、もちろん祈れます。でも、聖霊が臨まれると力が受けるということを、自分自身におっしゃることとして、自分のものでないと感謝にならないでしょう。聖書に書いてある内容としては、感謝になりません。自分のこととして、自分のものとして、イエス様の前に自分一人で個人的に立って、聞いていただきたいと思います。

そういう意味で、皆さん、このカルバリ山、オリーブ山に行く、マルコのタラッパンに行くための祈りのときを定めていただきたいと思います。祈りは、カルバリ山、オリーブ山、マルコのタラッパンに行くことが祈りのときです。まず、そこでカルバリ山、オリーブ山のように、自分自身にある不安、思い煩い、心配を全部下すとき、そして、言い訳、限界などを全部捨てて、そこから自由になるときにしてください。祈りのときを定めて。それから、カルバリ山とオリーブ山の感謝をそこで回復するように、そういう祈りのときをぜひ決めて旅行を始めてください。カルバリ山に行って、飛行機代もかかりません。神様が、昔から貯めておいたマイレージで、皆さんを全部行かせるから、ぜひやってみてください。
それから、その感謝を回復すると、オリーブ山、マルコのタラッパンのように、神の国という契約を握って、その神の国が臨まれるという神の願い、契約を握って、今現在の皆さんの現場、関わっている人々を、その目で見るようにしてください。そこに、その人に、その家庭に、この地域に、この職場に、ここに神の国が臨まれるようにと祈るようにしましょう。そして、いまの現場だけではなくて、そこで未来の現場が見えてくるはずです。世界中に日本の４７都道府県に、そして、レムナントに神の国が臨まれる、教会とともにそうなることを祈ればいいのですが、まず、自分の今の現場に神の国が臨まれることを祈りの中で見て、ぜひ祈っていただきたいと思います。それが祈りをとおして、カルバリ山、オリーブ山、マルコのタラッパンに行くということです。

そのために最後に、他に何もいりません。ただそれを本当に心から願うだけです。イエス様の御声を聞いて、それが自分に対するメッセージだとしっかりと受け止めて、そうなるように祈るだけでいいのです。そして、その祈りの最後に、そのために、聖霊充満を与えてくださいと、マルコのタラッパンをイメージしながら、聖霊充満を与えてくださいとなると、ただそれだけで、神のわざが必ず現れます。伝道の前に、わざが現れます。聖霊充満を必ず、求めてみてください。皆さんの限界を超えて、弱さを越えて、言い訳をすべて打ち砕くことができる神のわざが必ず現れます。これを体験しないといけません。これがマルコのタラッパンなのです。その祈りが、今日の聖書の箇所でした。2016年、収穫感謝礼拝をとおして、ぜひこの誰も止められない感謝の主人公として勝利することを祈りたいと思います。
（祈り）
恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。今日、収穫感謝礼拝を兄弟姉妹とともにささげることができて、ありがとうございます。日々、聖餐の告白が自分のものであり、ひとりひとりが十字架の前で、そして、オリーブ山に立って、マルコのタラッパンの感謝を回復して、その祈りのときにすることができるように祝福してください。ひとりひとりが主人公であるということをぜひ確認して、このだれにも止められない感謝の主人公として、残りの生涯を導いてください。感謝して、イエス・キリストの御名によってお祈りいたします。アーメン。
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